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写真：七飯クリニックのリハビリ利用者さんが 
   製作した「さくら」です 





 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 『しびれ』 
      手のしびれと巧緻障害いうことで半年間放置… 
       ⇒良くならないので来院 
 
 
               頚椎椎間板ヘルニア 
                 
  

    巧緻障害とは 
     細かい指の動きが出来なくなる事です。 
     １０秒テストというものがあり１０秒で 
     何回グーパーできるかテストする事が 
     できます（２０回をきると症状あり） 

 
                               『頭 痛』 
           １３歳、１年前サッカーで転倒 
           その後次第に頭痛、めまいの頻度が増え、 
           ３０分ほどしか座れない。 
           学校では保健室で休むことが多くなった… 
           ⇒１年間様子を見ていた 
           ⇒症状変わらず…来院 
 
 
                脳脊髄液漏出症 
 
 
                 脳脊髄液漏出症とは 
                 脳脊髄液とはくも膜のなかにある液体。 
                 頭や脊髄は軟膜に覆われその上に髄液、 
                 くも膜、硬膜と層で守られています。 
                 硬膜付近から髄液が漏れて（漏出） 
                 様々な症状を引き起こします。 

漏れた
造影剤 

当院の診察の時に患者さんからよく聞かれるのは「しびれ」 
「めまい」「腰痛」「便秘」そして「頭痛」などがあります。 
医師はそれらの情報から検査を行い、病気を確定し、治療 
投薬などをしています。 
 
 
 
  



 

 

 

 

 

 

                              『便秘』 
          急速に頑固な便秘が進行、尿勢も減弱… 
           
          ⇒憩室炎と診断 
 
          その後次第に手の痺れが進行、当院紹介 
          両側の膝蓋腱反射の異常あり 
 
              後縦靭帯骨化症 
                        
             

          膝蓋腱反射とは 
          膝頭の真下をたたくと足が前に跳ね上がる 
          反射。脚気の検査（イスにすわって足を 
          プラプラさせて膝の皿の下をたたく）と 
          いわれているものと同じです 
          後縦靭帯骨化症とは 
          背骨の中を縦に走る後縦靭帯が骨になり 
          神経を圧迫し様々な神経症状を引き起こします 
           

 『腰痛』 
        最近腰が重だるい…  
        泌尿器で薬を貰っている… 
 
              前立腺癌の腰椎転移 
             
 
                前立腺癌は骨に転移するケース 
                が多いので腰の骨や骨盤に転移 
                して腰痛、坐骨神経痛等を引き 
                起こします 
 
                              
          私達医師はこれらの症状を聞き色々な可能性を考えて日々 
          治療などを行っています。ちょっとした違和感から矛盾点 
          などをみつけ、時には他の専門医の意見を聞きながら病気 
          と対峙しているのです。 
          みなさんも「頭痛いな～」と感じたとき「あ～、肩こって 
          いるからだな」と安易に考えず、まずは病院に行ってみて 
          検査してみてはいかがでしょうか？そこには大きな病気が 
          潜んでいるかも…！ 
                

                           文責：副院長 妹尾 誠 

 



 

 

 

 

 診療情報管理とは医療の適切な提供と質向上を目指して、診療記録 
の保管と記載内容について管理することです。患者さんはもとより 
社会全体が「良質な医療」「安全の確保」を求め、情報開示に大きな 
関心を寄せております。診療情報管理委員会では、診療情報の管理が 
適切且つ円滑に行われるようチ－ムで取り組んでいます。 
 
     当院には診療情報管理士３名が勤務しています 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【構成委員】 
 医師、看護師、診療情報管理士、放射線技師、理学療法士、事務職員 
  
活動内容 
①月１回の定例会議で、病院における診療情報管理の具体的方策と実施要項の策定に 
 関する検討をしています。 
 
 ・療情報管理規定に関すること 
 ・診療情報管理のための業務改善・仕組み作り・作業手順に関すること 
 ・疾病統計に関すること 
 ・診療記録保管年数に関すること 
  
②「診療録の質向上・維持」のため、診療録監査を月1回実施しています。 
  
③診療情報管理について院内勉強会を通じ、職員への啓蒙活動に努めています。 
 

  これらの活動を通じて円滑な業務、そして医療の質 
                  安全の向上を目指しています！ 
 

                                     文責：石見 弥生 



5月9日、10日にふれあい看護広場が開催されました。 

血圧測定や健康相談、看護川柳コンテストや写真展、白衣コンテストや 

アロママッサージなどが企画されたくさんの皆様に来場して頂きました。 

4月３日に新人オリエンテーションが行われました。 

看護部に13名、医療部に8名、事務部に5名、計26名 
の新人が新たに仲間に加わりました。 

 函館山や横津連峰、近くの公園の木々や街路樹の緑が日に日に深くなっています。新緑 
 薫る季節を迎え、1年で最も過ごしやすい時節となりました。一方で花粉症 に悩まされ 
 る季節でもあり、中にはマスクや目薬を手放せない方もおられるので はないでしょうか。 
 季節は晩春から初夏へと移り、北海道の短い夏がやってきます。アウトドア、行楽シー 
 ズンとなりますが、熱中症には十分気をつけ健やかな日々をお過ごし下さい。 




